
テレビのニュースを毎日の食卓の話題にしました。親子で会話する中で、疑問に

思ったことは、すぐに辞書やインターネットで調べてみるようにしました。この取

り組みが社会の新聞づくりをするときの大きな助けとなりました。

また、スケジュール表を活用し、勉強時間と休憩時間を決めて取り組むことで、

学習にメリハリがつきました。それを毎日同じルーティンとして継続する中で、学

びの積み重ねができていると実感しています。ほんの少し意識を変え、生活を見直

してみると意外な効果が見えました。

【リーフレットの実践（中学２年生徒）より抜粋】

家庭学習を通して、楽しみながら、子どもの「夢中になって学ぶ力」を育んでいきましょう。夢中に

なることが集中力につながり、生涯にわたって学び続ける土台になります。

藤枝市教育委員会



国 語 「 話 す 聞 く 書 く 読 む 」 は 、 す べ て の 教 科 の

土 台 と な り ま す 。 基 礎 編 で は 、 使 え る 漢 字 や 語 句 を

増 や し 、 そ の 定 着 を 図 り ま す 。 発 展 編 で は 、 文 の 構

成 や 様 々 な 条 件 を 踏 ま え た 書 く 力 を 伸 ば し ま す 。

○ 音 読 ・ ・ ・ 情 景 や 気 持 ち 等 が 、 聞 き 手 に 伝 わ る よ う に 読 も う 。

○ 文 字 ・ ・ ・ と め 、は ね 、は ら い や 書 き 順 に 気 を 付 け て 丁 寧 に 書 こ う 。

○ 読 書 ・ ・ ・ 幅 広 い 分 野 の 本 を 読 も う 。

《 こ ん な や り 方 を す る と 力 が つ く よ 》

◎ 漢 字 や 語 句 を 増 や そ う 。

・ や っ て 終 わ り で は な く 、 覚 え て 終 わ る よ う に し よ う 。

・ ふ り 仮 名 を 先 に 書 い て お き 、 そ の 後 で 漢 字 を 書 く よ う に し よ う 。

・ 漢 字 の 意 味 を 考 え な が ら 書 き 、 分 か ら な い も の は 辞 書 を 使 っ て 調 べ よ
う 。

・ 家 庭 で も 、 学 習 し た 語 句 を 意 図 的 に 使 っ た り 、 新 聞 や ニ ュ ー ス

等 を 話 題 に し な が ら 、 聞 き 手 （ 相 手 ） に 伝 わ る 表 現 を 意 識 し て

取 り 組 ん で み ま し ょ う 。

基礎編

『 補 足 的 』 を ・ ・ ・
＜ 辞 書 で 調 べ て み る と ＞
「 不 十 分 な と こ ろ を 付 け 足 し て 補 う 」
＜ 似 た 言 葉 ＞ … 補 充 的 、 補 完 的
＜ 使 用 例 ＞

先 ほ ど の 発 表 内 容 に 対 し 、 補 足 的 に
説 明 を 加 え さ せ て も ら い ま す 。 な ど

・間違えた字や部首等を赤で書く。

・間違えた字を再度練習する。

・同音異義語などを調べる。

「○○的という言葉を集めてみよう」

・言葉の意味や使い方を調べよう

・実際に使う場面を考えてみよう



○ 作 文 ・ ・ ・「 結 論 を 先 に 伝 え 、 そ の 理 由 を 述 べ る 」 等 、 文 の

構 成 を 意 識 し て 書 こ う 。

《 こ ん な 工 夫 が で き る と い い ね 》

◎ 自 分 の 考 え や 根 拠 と な る 理 由 を 簡 潔 に 記 述 す る こ と や 学 習 し た 語 句 ・ 文

の 構 成 を 生 か し て 文 章 を 書 い て い こ う 。 継 続 し て い く こ と が 大 切 で す 。

・ 予 定 帳 「 一 日 を 振 り 返 っ て 」

・ 原 稿 用 紙 を 用 い た 作 文

○ 次 の 視 点 で 文 章 を 読 ん で い た だ く と 作 文 の よ さ が 分 か り ま す 。

・ 伝 え た い こ と が 明 確 に な っ て い る 。

・ 相 手 に 伝 え る た め の 工 夫 が さ れ て い る 。

発展編

ポ イ ン ト

比喩的な表現や「なぜなら～、で

す 」 な ど を 意 識 し て 使 っ て い ま

す。「●分」と時間を設定して書

くのもいいね。

書き出しの一文で何を伝えたいの

か、読み手を意識した投げかけが

されています。

字数制限の中、伝えたいことを先

に述べ、その理由を一点目などと

明確にして書いています。



社 会 基 礎 編 で は 、学 習 し た 重 要 な 用 語 等 を ま と め ま す 。

発 展 編 で は 、 デ ー タ や 表 、 グ ラ フ 等 と 関 連 付 け た

り 、 全 体 の つ な が り を 説 明 し た り す る 力 を 伸 ば し

ま す 。

＜ 学 習 の 進 め 方 ＞
① 授 業 で や っ た 内 容 を ノ ー ト 等 で 振 り 返 ろ う 。
② 学 習 内 容 が 身 に つ い て い る か 確 か め よ う 。

・ 出 来 事 の 果 た し た 役 割 や 重 要 な 用 語 の 意 味 を 説 明 し よ う 。
・ 白 地 図 に 地 域 の 特 色 を 書 き 込 み 、 位 置 関 係 や 内 容 を ま と

め よ う 。
・ 人 物 や 出 来 事 を 矢 印 で 結 ん で 因 果 関 係 や 時 代 背 景 を ま と

め よ う 。
・ 時 代 の 流 れ を つ か む た め に 、 年 表 を 作 っ て み よ う 。

《 こ ん な 復 習 を す る と 力 が つ く よ 》
◎ 重 要 な 出 来 事 や 用 語 を ま と め た り 、 教 科 の 言 葉 を 使 っ て 説 明 し よ う 。

・ 親 子 で ク イ ズ 形 式 に し て 確 認 し た り 、 地 球 儀 や 地 図 、 年 表 を 見 て

確 認 し た り す る と 、 一 緒 に 過 ご す 時 間 に も な り ま す ね 。

基礎編

ノートに付箋を貼って、大事

な用語を確認することもいい

よ。

重要な用語をポイントを絞り、コンパクト

にまとめています。

・白地図を利用して、全体の様子をつかもう。

・自分で山脈、川の名前などを書き足してみよう。



○ キ ー ワ ー ド や 矢 印 等 を 用 い た り 、 単 元 全 体 を 振 り 返 っ た り し

て ま と め て み よ う 。

○ 今 、 学 ん で い る こ と が ど の よ う に 実 社 会 と つ な が る か 考 え て

み よ う 。

《 こ ん な 工 夫 が で き る と い い ね 》
◎ 教 科 書 の 「 学 習 の ま と め 」 を 参 考 に し な が ら 、 矢 印 等 を 用 い て 関 係 性 が

分 か る よ う に ま と め よ う 。

・ 奈 良 時 代 の 「 朝 廷 、 貴 族 、 農 民 」 の 関 係

・ テ ー マ ： 日 本 が 中 国 に 関 わ り 続 け た こ と で 、ど の よ う な 変 化 が あ っ た だ ろ う 。

○ グ ラ フ や 表 が ど ん な 情 報 を 伝 え て い る か 考 え た り 、 物 事 の つ な が

り を 確 認 し た り 、 今 社 会 で 起 き て い る 出 来 事 を 親 子 で 話 し て み ま

し ょ う 。

発展編

ポ イ ン ト

・簡単なイラストや矢印を使ってもの

の流れなどを表している。

・縦軸（政治や文化）と横軸（時代）を設定し、関係性をはっきり

させ、多面的な視点からまとめられている。

ポ イ ン ト



数 学 基 礎 編 で は 、 計 算 や 図 形 等 の 基 本 的 な 力 の 定 着 を

図 り ま す 。 発 展 編 で は 、 基 礎 編 を 基 に 、 そ れ ら を

活 用 し て 、 他 の 問 題 で も 生 か せ る 一 般 化 や 思 考 の

過 程 へ の 理 解 を 深 め ま す 。

＜ 学 習 の 進 め 方 ＞

① 授 業 で や っ た 内 容 を ノ ー ト 等 で 振 り 返 ろ う 。

② 学 習 内 容 が 身 に つ い て い る か 確 か め よ う 。

・ 色 々 な 種 類 の 問 題 に 挑 戦 し て み よ う 。

・ 間 違 え た 問 題 や 理 解 で き て い な か っ た 問 題 を 解 答 や 解 説

を 見 て 、 正 答 を 導 き 出 す ま で の 過 程 を 理 解 し よ う 。

・ ノ ー ト に 自 分 が 間 違 え た 問 題 を 抜 き 出 し て 、 も う 一 度 や

っ て み よ う 。

・ 答 え の 導 き 方 が 何 通 り あ る か 考 え て み よ う 。

《 こ ん な 復 習 を す る と 力 が つ く よ 》

◎ 色 々 な 種 類 の 問 題 に 挑 戦 し 、 間 違 え た 部 分 は 、 や り 直 し て 理 解 し よ う 。
・ 同 じ よ う な 種 類 の 問 題 や 自 分 が 苦 手 と す る 問 題 に 挑 戦 す る 。

・ 制 限 時 間 を 設 定 し た り 、 か か っ た 時 間 を 計 っ た り し て 、 時 間 を 意 識 し な が

ら 、 正 確 に で き る よ う に 練 習 を 重 ね る 。

・ 自 分 が つ ま ず い た ポ イ ン ト へ の 対 処 を 明 確 に す る こ と が 、 次 、 同

じ よ う な 問 題 に 出 会 っ た 時 に 克 服 で き る 力 と な り 、 確 か な 学 力 の

育 成 に つ な が り ま す 。 類 似 問 題 に 取 り 組 む こ と が 重 要 で す 。

基礎編

解答の手順をポイント①②…と、分かりやすくまとめています。

自分が間違えた部分に線を引き、正し

い解き方との違いを明らかにしていま

す。



○ 同 じ 問 題 を 何 通 り の 考 え 方（ 過 程 ）で 解 け る か 考 え て み た り 、

具 体 的 な 例 か ら 一 般 化 し た り し て 説 明 す る 。

○ 類 題 を 解 く 時 に も 役 立 つ よ う 、 ど の よ う に 考 え た の か 、 そ の

思 考 過 程 へ の 理 解 を 深 め る 。

《 こ ん な 工 夫 が で き る と い い ね 》

◎ 正 答 を 求 め る 過 程 に 着 目 し 、 言 葉 で 説 明 し て み よ う 。 ま た 、 他 の 例 に も

使 え る 法 則 を 見 つ け 出 し 、 理 解 を 深 め よ う 。

・ な ぜ 、 そ の よ う な 考 え 方 に な る の か を 押 さ え る こ と で 、 初 め て 出 合

う 問 題 で あ っ て も 解 決 の 糸 口 を 見 つ け て い け る 対 応 力 が 伸 び て い き

ま す 。

発展編

ポ イ ン ト

この法則を基に、他の多角形で確認したり、内角でなく、外角ではど

のようなことが言えるのか考えたりしていくことで、図形に対する理

解が更に深まります。

どのように考えていけばよい

のか、そのポイントが、明記

されています

ポ イ ン ト



理 科 基 礎 編 で は 、 観 察 ・ 実 験 に お け る 重 要 語 句 を 再

確 認 し ま す 。 発 展 編 で は 、 学 習 し た 内 容 を 振 り 返

っ た り 、 関 連 さ せ た り し な が ら ま と め よ う 。

＜ 学 習 の 進 め 方 ＞

① 授 業 で や っ た 内 容 を ノ ー ト 等 で 振 り 返 ろ う 。

② 学 習 内 容 が 身 に つ い て い る か 確 か め よ う 。

・ 重 要 な 用 語 の 意 味 を 説 明 し よ う 。

・ 実 験 、 観 察 の 手 順 や 何 の た め に そ の 実 験 器 具 を 使 う の か

等 を 確 か め よ う 。

・ 結 果 だ け で な く 、 な ぜ そ う な っ た の か 等 の 考 察 を 大 切 に し

よ う 。

《 こ ん な 復 習 を す る と 力 が つ く よ 》

◎ 「 説 明 か ら 用 語 を 導 き 出 す こ と 」 と 「 用 語 の 意 味 を 説 明 す る こ と 」 の 双

方 向 で 理 解 を 深 め よ う 。

電 流 の 流 れ る 道 す じ が 一 つ の 輪 に な る つ な ぎ 方 → 直 列 つ な ぎ

直 列 つ な ぎ → 電 流 の 流 れ る 道 す じ が 一 つ の 輪 に な る つ な ぎ 方

◎ 単 元 テ ス ト 等 の 結 果 を 自 分 な り に 振 り 返 り 、 次 に 生 か そ う 。

＜ 振 り 返 り ＞

・ 身 の 周 り で 理 科 に 関 わ る 事 象 を 探 し て 話 題 に し た り 、 使 わ れ て い

る 単 位 (g、 ml な ど )や そ の 関 係 性 (mg、 g、 kg な ど )に つ い て 、 実 物

を 見 た り し て 考 え て み よ う 。

基礎編

比 較 実 験 に お い て は 、 変 わ っ

て い る 実 験 の 条 件 や 測 定 結 果 を 明

確 に す る 。

理 由 を 記 述 す る 際 に は 、 単 に 燃

や す と 重 く な っ た 」 と い う 表 現 で

は な く 、 何 が ど の よ う に 変 化 し た

の か 、実 験 前 後 の 状 態 の 変 化 を「 実

験 前 の 物 質 の 質 量 は 10 ｇ だ っ た

け れ ど 、 実 験 後 の 質 量 は 、 5 ｇ に

変 化 し た 。

こ の 変 化 は 、 燃 燃 す る こ と で 、

酸 素 と 化 合 し 質 量 が 増 え た こ と が

考 え ら れ る 。」 の よ う に 書 く 。

１ 自 分 の 間 違 い

「燃やすと重くなった」と回答

実 験 に お け る 変 化 や 違 い が 、

具 体 的 に 書 け な か っ た 。

２ 今 後 の 学 習 ポ イ ン ト

模 範 解 答 を も と に 、 ど の 言

葉 が 、 ポ イ ン ト と な る の か 確

認 し 、 色 ペ ン で マ ー ク す

る 。 模 範 解 答 の 説 明 の 仕 方

を ま ね し て 書 く 。



○単元終了時に、単元全体を振り返って、学習内容をまとめてみよう。

○身の回りで生かされているもの、関連したものを探してみよ う。

○学習した内容を生かして、更に興味・関心の範囲を広げてみよう。

《 こ ん な 工 夫 が で き る と い い ね 》

◎ 単 元 終 了 後 、 教 科 書 の 図 な ど を 用 い て 、 学 習 内 容 を ま と め よ う 。

・ 授 業 や 家 庭 の 枠 に と ど ま ら ず 、 図 鑑 や イ ン タ ー ネ ッ ト 等 で 関 連 す

る も の を 一 緒 に 調 べ た り 、 広 く 世 界 や 未 来 に 目 を 向 け て い く こ と

で 、 子 ど も の 興 味 ・ 関 心 も 広 が り ま す 。

発展編

実験の手順や使用器具等の使い方について、

ポイントを絞り、分かりやすくまとめています

ポ イ ン ト

昼と夜の違いなど、変化に着目

しています。イラストを用いて

説明することで、その仕組みが

より明確に分かります

ポ イ ン ト



英 語 「 聞 く こ と 話 す こ と 読 む こ と 書 く こ と 」

の ４ 技 能 の 育 成 を め ざ し ま す 。 基 礎 編 で は 、 英

語 に 触 れ る 機 会 を 増 や す と と も に 、 基 本 文 や 単

語 の 定 着 を め ざ し ま す 。 発 展 編 で は 、 基 礎 編 で

身 に つ け た 内 容 を 使 っ て 表 現 を 磨 き ま す 。

＜ 学 習 の 進 め 方 ＞

① 授 業 で や っ た 内 容 を ノ ー ト 等 で 振 り 返 ろ う 。

② 学 習 内 容 が 身 に つ い て い る か 確 か め よ う 。

・ 習 っ た 単 語 や 基 本 文 を 覚 え る ま で 何 度 も 書 い て み よ う 。

・ 意 味 や 訳 、 例 な ど を 添 え て い こ う 。

・ 単語や英文を書く時には、英語を発音しながら書いてみよう。

・ 問 題 集 等 で 自 分 の 定 着 状 況 を 確 認 し 、 間 違 え た 問 題 に つ

い て は 、 正 解 を 書 く と 同 時 に マ ー カ ー な ど で 目 印 を 付 け 、

数 日 後 に 再 び 挑 戦 し て み よ う 。

《 こ ん な 復 習 を す る と 力 が つ く よ 》

◎ 地 道 な 努 力 を 積 み 重 ね よ う 。

・ ライティング・・・単語を何度も書いたり、基本文のポイントを押さえよ う。

・ リ ス ニ ン グ ・ ・ ・ ・ 英 語 の 音 楽 を 聴 い た り 、 親 子 で 英 語 を 使 っ て 身 の 回 り の

も の を 言 っ た り 聞 い た り す る 機 会 を 増 や し ま し ょ う 。

・ ス ピ ー キ ン グ ・ ・ ・ 何 度 も 声 に 出 し て 、ス ム ー ズ に 話 せ る よ う に 練 習 し よ う 。

鏡 の 前 で 、自 分 の 表 情 や ジ ェ ス チ ャ ー な ど を 見 て み よ う 。

・ リーディング・ ・ ・教科書の単語や基本文など、暗記するくらいに読み込も う。

日 本 語 の 意 味 も 考 え な が ら 、 読 ん で み よ う 。

・ 生活の中でも、英語に触れる機会を増やすことで、より身近に感じま す。

・ 地 道 な 復 習 を 繰 り 返 す こ と が 、 書 く 力 の 向 上 に つ な が り ま す 。

基礎編

from A to B（ＡからＢ）などの熟語や文法の

ポイントも押さえ、意味の固まりで押さえて

います。

繰り返して練習したり、辞書を基に関

連した単語を調べます。



○ リ ス ニ ン グ ・ ・ ・ ・ ラ ジ オ 講 座 や Ｔ Ｖ で の ニ ュ ー ス 、音 楽 等 、

英 語 に た く さ ん 触 れ よ う 。

○ ス ピ ー キ ン グ ・ ・ ・ 習 っ た 文 型 や 熟 語 等 を 使 っ て 、 Ａ Ｌ Ｔ や

家 族 な ど 、周 り の 人 に 話 し か け て み よ う 。

○ リ ー デ ィ ン グ ・ ・ ・ 英語で書かれた新聞や絵本、身の回りに あ

る英語での説明などを探して読んでみよう。

○ ラ イ テ ィ ン グ ・ ・ ・ 習 った単語や基本文を使って、興味のある

ことや経験したことを英作文で書いてみよう。

《 こ ん な 工 夫 が で き る と い い ね 》

◎ 楽 し か っ た 思 い 出 を 新 聞 に ま と め た り 、 日 々 の 出 来 事 を 英 作 文 で 表 し た
り 、 テ ー マ を 決 め て 伝 え た い こ と を 書 い て み よ う 。

＜ 修 学 旅 行 の 思 い 出 ＞

・ 自 分 か ら や っ て み よ う と 思 え る よ う に 、 自 分 の 好 き な こ と な ど 、 無 理

せ ず 少 し ず つ 身 近 な こ と か ら 挑 戦 し ま し ょ う 。 子 ど も の 自 主 的 な 取 組

や 頑 張 り を 褒 め て あ げ て く だ さ い 。

発展編

ポ イ ン ト

絵を加えたり、デザインを工夫し

たりすることで、楽しみながら家

庭学習に取り組んでいる姿も想像

できます。

自分がしたこと、そこから感じたことを

学習した表現を使って、書き表していま

す。



保護者の皆様へ

家庭学習は、学校で学んだことを定着させるための大切な取り組みです。家庭学習が習慣化することに
より、「自ら学び、伸びていく力」と「学びを楽しむ力」を育てていくことができます。

今年度は、できるだけ子ども自身で家庭学習が進められるようにするために、具体的な事例を載せた「家
庭学習リーフレット 実践編」を作成しました。学習を進めるときのヒントにするとともにお子さんと一
緒にできた喜びを感じ、我が子の成長を楽しんでいただけることを期待しています。

１ 年 組

２ 年 組

３ 年 組

分からない問題は、すぐに友達や家族、先生に聞くよ

うに話しています。会話しながら問題をやると頭に入る

ようです。

食事をしながら、時々子どもに問題を出したりしていま

す。歴史上の人物や年号などの問題は親子で楽しめます。

親子で話し合って無理のない学習のスケジュールを立てま

した。部活で忙しい日も何とか机に向かうようになってい

ます。時々、励ましながら確認をしています。

テストで間違えたところをきちんと分析するのは、苦手問題

を減らすことへつながるようです。次のテストでがんばれるよ

う、家庭でも声をかけるよう意識しています。

問題集１ページをやる時間を決めて取り組んでいます。

なるべく多くの問題にふれておくことで解ける問題数も多く

なるようです。

テレビを見ながら、取り上げられている内容をどう思う

か話しました。意外にきちんととらえているんだな・・・

と驚きました。

家庭学習のリーフレットをどのように利用

して いるのか教えてほしいという声があり

ますが、いかがですか。



学習をいつするのか、「学校のある日」「土・日」「習い事のある日」など

に分けて、１日の生活スケジュールの中で考えてみましょう。

年 組 名前

例：（学校のある日）

6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 (時)

読 学

学

習 書 習

テ

生 起 食 登 帰 レ 食 入 就

活 床 事 校 宅 ビ 事 浴 寝

（ ）

6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 (時)

学

習

生

活

（ ）

6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 (時)

学

習

生

活

（ ）

6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 (時)

学

習

生

活
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